
   

第３８１回 理事会次第 
 

一般社団法人日本コミュニティーガス協会 

 

日  時    ２０２３年９月２１日（木） １５時００分～１５時４０分 

場  所    名古屋市 「名鉄グランドホテル」  １１階  柏の間 

会議成立報告   

挨  拶     

議事録署名人   

議  題 

Ⅰ．会務関係  

 ＜審議事項＞ 

 １．入会の承認について（２０２３年４、５、６、７、８月度）     資料  No.１

２．その他 

＜報告事項＞ 

１． 第２９回から第３１回ガス事業制度検討ワーキンググループの審議概要について 

〃   No.２ 

２．第４回グリーンLPガス推進官民検討会の審議概要について       〃   No.３ 

３．水素混合LP ガスの供給利用について                〃    No.４ 

４．水素又は水素混合ガスによる燃焼機器の安全性能に関する技術基準 

の策定等調査事業について                     〃    No.５ 

５．２０２３年上期「コミュニティーガス事業のガス事故発生状況」について 

                                   〃    No.６ 

６．２０２２年度「ガス警報器等設置促進運動」並びに「保安点検検査推進運動」 

の実施報告について                          〃     No.７ 

７．その他 

Ⅱ．事務局報告  

１. 委員会関係 

（１）業務委員会関係（２０２３年度１回～第２回委員会の審議概要）    〃     No.８ 

（２）技術委員会関係（２０２３度第１回～第２回委員会の審議概要）   〃      No.９ 

 

Ⅱ．次回理事会の開催予定について 

  ２０２３年１１月１０日（金）   於：都内 「霞山会館」 

以 上 
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２０２３年度第１回事務職員研修の開催について 

 

 ２０２３年度第１回事務職員研修を２０２３年９月２２日（金）に協会会 

議室においてリアル及び WEB 併用で開催します。 

 

 本研修は、２０２３年１０月から施行されますインボイス制度の最終確認 

を行うために実施するものです。 

 

各支部事務職員が出席できますよう、ご配慮をお願いいたします。 

 

 

２０２３年度第２回事務局長会議の開催について 

 

 

 ２０２３年度第２回事務局長会議を２０２３年１１月２２日（水）に協会 

会議室においてリアル及び WEB 併用で開催します。 

 

各支部事務局長が出席できますよう、ご配慮をお願いいたします。 
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2023 年 8 月 

（一社）日本コミュニティーガス協会 

 

水素又は水素混合ガス燃焼機器の安全性能に関する 
技術基準の策定等調査事業について 

 

１．概要 

今年度、経済産業省の標記委託事業を JIA が受託し、本事業で開催される「水素利用燃焼

機器技術基準検討委員会」には、当協会から委員として参画することとなった。 

 

２．事業目的 

2050 年 CN 社会に向けたガス機器に係る検討として、ガス用品、液化石油ガス器具等を対

象とした水素混合ガスによる燃焼性調査を行い、水素又は水素混合ガスを燃料とするガス機

器の安全性能に関する技術基準の整備に資する知見を得ることを目的とする。 

 

３．委員会委員（敬称略） 

委員⾧：植田利久（帝京大学） 

委 員：赤松（大阪大学）、荒井（ノーリツ）、清水（主婦連合会）、新田（パロマ）、 

花房（日本ガス石油機器工業会）、飛田（東京都地域婦人団体連盟）、 

諸星（日本コミュニティーガス協会）、正田（日本ガス機器検査協会） 

関係者：経済産業省産業保安グループ 製品安全課及びガス安全室、 

日本ガス協会、エネルギー総合工学研究所 

 

４．事業実施方法 

（１）調査内容 

① 規制対象製品の燃焼性調査 

ガス用品、液化石油ガス器具等において、国内で流通しているバーナー付ふろがま、ガス

こんろのうち代表的な製品を購入し、都市ガス、LP ガスに水素 20％程度を混合したガスに

よって、燃焼に係る試験項目を実施することにより現行基準での課題を抽出する。 

 

② 海外の技術基準の調査 

水素を用いたガス機器について、海外の法令、技術基準や検査基準等の有無を調査する。

基準がある場合には、国内基準との相違点等が明確になるよう技術基準等の比較検討を行う。 

 

③ 水素に関する文献調査 

水素の特性に基づくリスクや製品評価に与える懸念事項（例えば、金属系材料、樹脂系材

料、気密保持に用いるシール材などに与える劣化の影響の有無）等を把握するため、他の事

業の報告書等の調査を行う。 
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④ 技術基準案の検討 

現行の技術基準と①、②、③の調査結果を比較して水素を用いるガス機器に係る安全性能

として求められる事項について検討を行い、「ガス用品の技術上の基準等に関する省令」及び、

「液化石油ガス器具等の技術上の基準等に関する省令」に対応した適切な技術基準案を作成

する上での要点を提示する。また、純水素型燃焼機器に要求する技術基準について、新たに

要求する事項はないか、または緩和できる基準はないか等についても検討する。 

 

５．第 1 回水素利用燃焼機器技術基準検討委員会の開催（7 月 10 日） 

第 1 回の検討委員会では水素利用燃焼機器に関する技術基準の検討内容等について議論さ

れた。基本的には事務局提出資料に沿って進められる予定。 

（１） 規制対象製品の燃焼性調査について 

実機検証に用いられるガスとしては、以下の 2 種類とする。 

① 都市ガスにあっては、混合割合はメタン 80%+水素 20%（ウォッベ指数 51、燃焼速度 42.9）

とする（12Ａ相当）。 

② ＬＰガスにあっては、混合割合はプロパン 80%+水素 20%（ウォッベ指数 74.6、燃焼速

度 43.4）とする。 

 

（２） 実機検証のガス機器 

市場への出荷数が多く多機能な機種及び代表的な設置をする機種を中心に、都市ガス用並

びに LP ガス用のこんろ及びふろ給湯器をそれぞれ 3 機種ずつ選定した。 

 

（３） 実機検証試験の内容 

現行の通達基準のうち水素混焼に際して燃焼性能に係る項目や懸念される項目を中心に選

定した。 

〇 確実に着火すること。 

〇 爆発的着火がないこと。 

〇 炎が均一であること。 

〇 逆火等しないこと。 

〇 立ち消え安全装置、調理油過熱防止装置、不完全燃焼防止機能等の確認。 

〇 燃焼ガス中の一酸化炭素濃度や水素濃度。 

など 

 

（４） 以上のほか、海外の技術基準の調査や水素に関する文献調査における調査範囲やその方法

について議論された。 

 

以上 
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